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シリセンはシリコンがハニカム格子状に並んだ二次元結晶であり、シリコンで
出来たグラフェン類似物質である。低エネルギー励起はグラフェンと同様にディ
ラック方程式で記述される。しかし、シリセンのハニカム格子はＡサイトとＢサ
イトの高さが違うバックルした構造をしている。このためスピン軌道相互作用は
グラフェンの千倍近く大きくなる。この結果、シリセンは基底状態が量子スピン
ホール状態になる。シリセンに関する以下の性質を紹介する。
１）垂直に電場をかけるとバンドギャップが制御できる。
２）電場を大きくしていくと臨界電場でトポロジカル相転移が起きる。
３）この転移を軌道反磁性や光吸収で観測出来る。
４）強磁性体を貼り付けると量子異常ホール効果にトポロジカル相転移をする。
５）強い光を照射すると光誘起量子ホール状態にトポロジカル相転移をする。
この他、シリセン超構造、シリコン・ナノチューブ、二層シリセン等のシリセ

ン関連物質の物性も解説する。
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